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■避難所運営図上訓練（ＨＵＧ） 
日 時：7月 13日（日）9時から 場 所：なやプラザ体育館 

参加者：地区住民・防災連携企業・担当役員・市関係者 

 

１０班に分かれ、カードに記入された課題に対処した避難所運営を各自が考え議論し、班

でまとめました。 

防災コーデネーターより正解は幾通りもあり、また無い場合もあるとのことでした。この訓

練をきっかけに各自が災害に関心を持ち、防災・安全・避難についてイメージできると災害

発生時の混乱を防ぎ、被害が少なくなるのではと考えます。多数の方の参加を促していきた

いと思います。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

  

※三重県環境マネジメントシステム

（M－EMS（通称・ミームス）企業

や団体等の組織が環境方針、目的・

目標等を設定し、その達成に向けた

取組を実施するための組織の計画・

体制・プロセス等のことを指す。三

重県では、県内事業者の環境負荷低

減の取組として、環境の負荷を管理

し、継続的に低減するための仕組み

である環境マネジメントシステムの

導入を推進しています。取り組みや
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導入を推進しています。取り組みや

すく、費用負担の少ない環境マネジ

メントシステムの制度を構築・普及

し、幅広い県内事業者の環境負荷低

減取組を促進することを目的としま

す。 

  №１７（号外） ９ 
      2014 年（平成 26 年）9月 20 日 

発行人／四日市市港地区自主防災組織連絡協議会  会長 奥村吉孝 

『港 防災だより』について 

港地区には、防災を考えるうえで多種多様の問題が存在しております。 

（例：埋立地（地震に弱い）、海岸線（津波に弱い）、臨海コンビナートに近接、住民の高齢化率 40.７％） 

 これらの問題に対処して行く為に重要なことは、住民／企業／行政の相互理解とそれに基づく活動であ

ります。そのためには、日頃、この三者が防災に対する情報を共有し、活動することが重要であり、その

一助としてこの防災だよりを発行しております。 
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防災功労者内閣総理大臣表彰受賞 

このたび港地区自主防災組織連絡協議会は、 

『平成２６年防災功労者内閣総理大臣表彰』を受賞いたしました。 

本年２月の『第１８回 防災まちづくり大賞』受賞に引き続き、予期せぬ受賞となり

うれしいご報告をさせていただきます。 

首相官邸にて 
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≪防災委員》（敬称略・五十音順） 

飯田 剛生  家城 宏光 石田  茂明   伊藤  範幸 大橋 隆   奥村 吉孝  大田  隆則  笠井 得生   

加藤 亘   川崎  光俊 小﨑  重夫   佐藤 敏   清水  泰次 鈴木  完一 寺井 勝   豊田  成彦  

長谷川正司  長谷川雄俊  羽多野 隆  藤村まさみ 松島 英男   松田  裕文 三島 誠  宮崎  裕之   

山内  達生   山田  鑛明 吉田  正紀   山田  正幸  

                        

《防災連携企業》（五十音順) 

石井燃商㈱      伊勢湾倉庫㈱    ㈱エネックス  おのえ作業所     風薫会   協同海運㈱  九鬼産業㈱  

九鬼肥料工業㈱  コスモ石油㈱     佐藤クリニック   三エスゴム㈱   ＪＳＲ㈱  昭和電工ガスプロダクツ

㈱住友電装㈱       第一工業製薬㈱   大成建設㈱       大宗建設㈱       太平洋セメント㈱   高砂建設㈱        

中部海運㈱       中部電力㈱四日市火力発電所        中日本建設㈱     東ソー㈱         東邦ガス㈱     

東陽興業㈱       日本板硝子㈱     日本海事検定協会 日本カニゼン㈱   日本貨物鉄道㈱     日本通運㈱   

日本トランスシティ㈱   ㈱ニヤクコーポレーション    林興業㈱     三菱化学㈱      四日市海運㈱  

四日市電機㈱     四日市港郵便局   

 

 

 

 

 

安部首相と受賞者 

当地区は、『防災と福祉が一体

化したまちづくり』に取組み、

防災訓練はもちろん、「いきいき

サロン」を利用した『面白防

災』・要援護者にならないために

「笑和ホネホネクラブ（ロコモ

ーショントレーニング）」など高

齢化率の高い地区ならではの高

齢者対象の防災意識啓発事業・

地域見守り体制整備等の日ごろ

の活動が認められました。 

受賞式は９月１０日首相官邸で行われ、奥村会長・笠井副会長が出席しました。 

港地区の皆様、防災連携企業様、防災コーディネーター三泗ブロックの方々、御協力あ

りがとうございました。受賞を機に、地域防災力向上に向け、さらなる努力を積み重ね

てまいります。 

９月 28 日（日）９時発災 

津波避難訓練  

各町の一時避難所へ⇒各町で決定した津波避難所へ 

⇒なやプラザへ、 その後「市民総ぐるみ総合防災

訓練」に皆で参加しましょう！！！！ 

とっさのときの対応は訓練していればこそ！！ 


